第１回“女性起業家大賞”審査所感

平成15年2月22日（土）

経済産業省大臣官房政策評価広報課

藤井健也

我が国における経済社会構造がＩＴ技術の加速化に伴うグローバル化の深化により、多様化、複雑化、個性化、スピード化してきている中、更に地球規模での経済社会構造の成熟化等がそれらの実態に一層の拍車をかけている。とりわけ、デフレ経済の進展により混迷を極める21世紀の初頭、デフレ経済打破に向けて創業ベンチャー精神の高揚を図ると共に、女性起業家としての人間力に根ざした新規需要開拓実態等を開示すべく、女性パワーの源泉たる全国商工会議所女性会連合会が「デフレ経済打破に向けての極意、ここに極まれり」とも言うべき「女性起業家大賞」を立ち上げたことは、誠に時宜を得た意義深いものと思われる。
　昨年、実施された第１回「女性起業家大賞」に関しては、応募期間が概ね1ヶ月有余と短時日であったのにも係わらず、しなやかな感性とグローバルな視点に彩られた極めて発意に富む掌編とも言うべき42編にわたる珠玉の作品群が応募された次第である。審査期間に関しても、これ又、短時日ではあったが、役所に届けられた42編を数回にわけて自宅に持参し、深更にわたり読破、かつ、独自の客観的評価基準を策定の上、公平・公正・公明・中立の観点から私心排除を心がけ、紙背眼光に徹すべく審査に臨んだが、何度となく懊悩しつつも、心奥深く感銘を得た次第である。
　ここに「女性起業家大賞」の審査に携わった者として、審査後の個人的総括所感を以下にのべてみることとする。

　尚、紙幅上の制約並びに昨年実施済みの福岡大会において、総括的な公表が既になされていることに鑑み、個別案件に付言することは割愛することとする。

　総じていえることは、女性起業家としての「起業化力の源泉（動機付け～発現力～）」を私なりに深堀・探求してみると、以下に掲げるがごとく、ＷＩＳＤＯＭ（知恵～知的資産価値～）を縦糸に、ＷＩＬＬ（人間力～意向的資産価値～）を横糸に、創起・交織・描出される２つの“Ｗ”に収斂するものと思われる。
　そこで、先ず、女性起業家としてのＷＩＳＤＯＭ（知恵～知的資産価値～）を類型化してみると、以下に掲げる六パターンに類型化されると思う。
[image: image1.emf]“六Ｅ”に基づくサイクル革新（

Power x SURVEY

）

六角形

ENHANCEMENT

(

付加価値増加

)

EVALUATION

(

評価

)

ENGAGEMENT

(

信頼

)

ENLIGHTENMENT

(

啓発

)

EVOLUTION

(

進化

)

ETHICS

(

倫理

)

六Ｅサイクル革新

Ｅ：

ENGINE

基幹エンジン

推進エンジン


次に、女性起業家を突き動かしているＷＩＬＬ（人間力～意向的資産価値～）を集約化すると、以下に掲げる「ＥＳＣＯＲＴ」の六文字に収斂されると思う。


この“ＥＳＣ０ＲＴ”の六文字こそが、国家における経済社会のあるべき姿を定め、産業・企業を活性化し、新規需要を創出し、はた又、男性を、家庭生活を“ＥＳＣＯＲＴ”する女性起業家としての「ＭＩＳＳＩＯＮ」（メッセージ性に富む原動力）ではあるまいか。
　そこで、「女性起業家大賞」創設を契機に次なる喫緊の課題として、その個人的軌跡をヒューマンドキュメント「女性起業家人間史」として起業意志萌芽の段階以降及び現状の発現実態並びに今後の展開をＶＩＶＩＤに見据えた形でメディアプロデュース戦略を導入・展開してはいかがなものか。具体的には、女性会連合会のパワー再結集の観点から、有志を基点にプロジェクト編成をし、シナリオ作りからメディア制作までを一貫してやるか、新規女性起業家輩出の観点から女性会連合会推奨の第１号案件として一般公募スタイルを取ってやるのも一案なのではないか。そのための財源としては、公称３万人ともいわれている女性会連合会会員各々がくつろぎの時を過ごすべく喫茶店で一杯のコーヒーを飲んだものとして節約し、一人当たり５００円程度の浄財をご寄付いただければ、即座に、その戦略的プロジェクト遂行のための原資調達ができるのではないだろうか。併せて、メディアプロデューサーとしての女性起業家を広く遍く育成するための養成講座の創設等も一考に値するのではないか。
　とまれ、その梗概の一端を以下に掲げてみることとする。

ヒューマンドキュメント　「女性起業家人間史」

或るウーマンアントレプレーナの轍（プロジェクト“Ｅ”への誘い）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

ＥＳＣＯＲＴ（女性起業家の“人間力”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓


↑
サイクル革新の波動力は“３Ｐ×３Ｓ”のシンクロナイズ

『POWER・PRESENCE・PRESTAGE×　SURVEY・SCENARIO・STRATEGE』

↑
【女性起業家としてのＤＮＡ創出・配列革新　体系図】

ＦＯＣＡＳ　　　　　　　　　　ＷＩＬＬ(人間力～意向的資産価値～PRESENCE   ×  SCENARIO )
                                                    　　　　　六文字

　ＭＡＴＲＩＸ事項　　　　　　　E →　　　　 S→　　　　  C→　　　  O→　　　　  R→　　　  T

　　　　　　　　　　　　　　　　評価力　　　精神的開発力　協働力　　　組織力　　　　根源力　　闘志力

ＷＩＳＤＯＭ

（知恵～知的資産価値～

PRESTAGE×STRATEGE）

六パターン

Ｂ　潜在化資源顕在型

　　（BRING-OUT）

↓　　　　↓

Ｒ　自己革新資源活用型

　　（REVOLUTION）

↓　　　　↓

Ａ　既存保有資源表出型

　　（ADAPTBILITY）

↓　　　　↓

Ｎ　ネットワーク展開型

　　（NET-WORK）

↓　　　　↓

Ｄ　ＮＰＯ寄与型

　　（DISTRIBUTION）

↑　　　　↑

Ｓ　マルチ資産共創・協働型

　　（SYNCHRONIZE）

【“六Ｅ”に基づくサイクル革新が創起・交織・描出する

「女性起業家ＤＮＡ～ＥＳＣＯＲＴ・ＢＲＡＮＤＳ～」】

↑

大賞受賞者等、を基点にしたＡＵＴＯＢＩＯＧＲＡＰＨＹ

さて、最後に今後の課題であるが、「女性起業家大賞」に関しては、昨年制定され、その端緒を開いたばかりであり、公平・公正・公明・中立の立場保持を要請されている審査員として、当然ながら様々な課題が山積みしているものと認識している。具体的には、以下の３大ポイントに集斂されるのではないか。その既説を述べるものとする。

尚、第２年度以降も「女性起業家」として、常に“ＥＳＣＯＲＴ”の原点に立ち返って、ＷＩＳＤＯＭ（知恵～知的資産価値～）並びにＷＩＬＬ(人間力～意向的資産価値～)という２つの“Ｗ”を基点に起業家としてのチャレンジ精神を大いに発揮した多数の応募を心底より期待する次第である。

E　→　経済合理性を重視した評価力（ＥＳＴＩＭＡＴＥ　ＰＯＷＥＲ）


↓　　　（Economical　Reasonableness）


S　→　先進性を重視した精神的開発力（ＳＰＩＲＩＴＵＡＬ　ＰＯＷＥＲ）


↓　　　（Advance）


Ｃ　→　共創性を重視した協働力（ＣＯＬＬＡＢＯＲＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＯＷＥＲ）


↓　　　（Co－Operation）


O　→　独創性を重視した組織力（ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＯＷＥＲ）


↓　　　（Originarity）


Ｒ　→　論理的な発想性を重視した根源力（ＲＯＯＴＳ　ＰＯＷＥＲ）


↓　　　（Rogical　Thinking）


Ｔ　→　持続性を重視した不撓不屈の闘志力（ＴＯＵＧＨＮＥＳＳ　ＰＯＷＥＲ）


　　　　（Sustenabirity）





自己目的完遂に基づく潜在化資源顕在型（自己才能開花型）


資格取得等に基づく自己革新資源活用型（自立化才能取得型）


経営・人材資源等に基づく既存保有資源表出型（内在化資源発現型）


外部資源活用に基づくネットワーク展開型（共助連動型）


多参画社会構造形成に基づくＮＰＯ寄与型（多参画社会形成型）


１．～５．に基づくこれらの経営ＤＮＡが重層複合的に絡み合ったマルチ資産共創・協働型（活財的クロスファンクショナル型）





《　しなやかな感性　と　グローバルな視点に彩られた【エスコート】　》


↓　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓


ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙなｾﾝｼﾃｨﾋﾞﾘﾃｨ＆ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄに基づく　ＥＳＣＯＲＴ





＝包摂課題としての３大ポイント＝





第１ポイント（事前体制の確立　～　実験プログラムの早期・着実なる導入～）


　　　　　　　　　　　↓


　「女性起業家」大賞継続に向けてのシナリオ構築


第２ポイント（審査体制の確立　～　段階的審査体制の導入・構築～）


　　　　　　　　　　　↓


　　応募者と直接対話（審問）等、評価機能の充実・強化に基づく客観的・合理的審査体制への深化


第３ポイント　（事後支援体制の確立　～　バックアップ体制等の導入・構築に基づく


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メリットシステムへの特化～）


　　　　　　　　　　　↓


被表彰者に対する権利・義務関係の明確化及び全応募者に対する支援体制プロジェクトの立ち上げに伴う共創・協働ネットワークの創設
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